
宗
像
近
郊
の
歴
史
、
芸
術
な

ど
を
一
緒
に
学
び
な
が
ら
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
本
美
術
史
講
座

中
村
研
一
・
中
村
琢
二

生
家
美
術
館
見
学

７

月

13

日

（

土

）

生
人
形
ほ
か
日
本
美
術
に

い
き
に
ん
ぎ
ょ
う

つ
い
て

講
師

本
田
代
志
子

福
岡
教
育
大
学
准
教
授

美
術
館
見
学
も
予
定

◆
歴
史
講
座

地
域
宗
像
の
歴
史
を
学
ぶ

開
催
時
期
検
討
中

◆
は
が
き
絵
講
座

「
松
師
古
の
心
だ
よ
り
」

講
師

西
川
扶
美

７
月
２
日
（
火
）

11
月
ご
ろ
（
年
賀
状
予
定
）

就
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者

が
対
象
の
教
室
で
す
。
他
地
区

の
親
子
も
参
加
で
き
ま
す
。

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
工

作
な
ど
を
し
な
が
ら
子
育
て
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
出
前
保
育
で
は
赤
間

保
育
園
の
先
生
に
よ
る
保
育
園

の
疑
似
体
験
が
で
き
ま
す
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
見
守

り
も
あ
り
、
子
育
て
の
相
談
も

気
軽
に
で
き
ま
す
よ
。

【
年
間
予
定
】

（

毎
週
第
２
水
曜
日

変
更
あ
り
）

５

月

８

日

開

講

式

６

月

12

日

出

前

保

育

７

月

10

日

室

内

遊

び

９

月

11

日

出

前

保

育

10

月

13

日

運

動

会

（

健

康

よ

く

ば

り

講

座

と

合

同

）

11

月

13

日

バ

ス

ハ

イ

ク

12

月

11

日

ク

リ

ス

マ

ス

会

１

月

８

日

出

前

保

育

２

月

12

日

親

子

ク

ッ

キ

ン

グ

３

月

12

日

す

く

す

く

コ

ン

サ

ー

ト

修

了

式

ほ
ん
の
少
し
自
分
だ
け
の
時

間
を
も
ち
、
心
も
身
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

座
談
会
1
回
、
体
験
２
回
の

予
定
で
す
。

登
録
制
の
無
料
講
座
で
、
簡

単
な
体
操
や
脳
ト
レ
・
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
健
康
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ

講
座
で
す
。
他
に
も
南
郷
歩
こ

う
会
（
２
回
）
や
お
正
月
飾
り

作
り
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
日
頃
の
運
動
不

足
解
消
と
交
流
の
場
と
し
て
、

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
南
郷
歩
こ
う
会

今
年
度
の
南
郷
歩
こ
う
会
は
、

春
は
宗
生
寺
花
ま
つ
り
コ
ー
ス
、

秋
は
曼
殊
沙
華
を
も
と
め
て
コ
ー

ス
の
予
定
で
す
。

【
年
間
予
定
】

５
月
６
日
（
月
）
歩
こ
う
会

６
月
28
日
（
金
）
通
常
講
座

７
月
26
日
（
金
）
通
常
講
座

９
月
21
日
（
土
）
歩
こ
う
会

10
月
13
日
（
日
）
運
動
会

（
親
子
教
室
と
合
同
）

11
月
15
日
（
金
）

干
し
柿
作
り

12
月
27
日
（
金
）

お
正
月
飾
り
づ
く
り

１
月
24
日
（
金
）
通
常
講
座

３
月
14
日
（
金
）
修
了
式

※
５
月
６
日
（
月
・
祝
）
ス
タ
ー

ト
、
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
大
好
評
だ
っ
た
「
春

恋
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
「
春
恋
サ

ロ
ン
」
の
名
前
で
計
画
し
て
い

ま
す
。

令
和
７
年
２
月
23
日
（
日
）

【
共
通
事
項
】

※
日
時
や
参
加
費
等
の
詳
細
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
、
最
後
の
教
室

の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
初
級

ク
ラ
ス
・
中
級
ク
ラ
ス
の
発
表

会
を
３
月
28
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
み
ん
な
楽
し
く
披
露
で
き

ま
し
た
。

●
指
導
者

原
薗
紗
希

ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
の
内
容
は

主
に
Ｋ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｐ
で
す
。

流
行
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も

ダ
ン
ス
の
基
礎
を
し
っ
か
り
と

身
に
つ
く
よ
う
な
指
導
を
し
て

い
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
は
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
み
ん
な
和
気
あ
い
あ

い
で
す
。

●
参
加
者
の
感
想

分
か
り
や
す
く
ダ
ン
ス
を
教

え
て
も
ら
え
る
の
で
、
楽
し
く

振
付
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
日
で
参
加
は
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
毎
週
友
だ
ち
に
会

え
る
の
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

中
級
ク
ラ
ス

上
松
里
樹

中
学
２
年
生
が
最
後
の
発
表

会
を
終
え
て
、
私
は
自
分
な
り

に
よ
く
踊
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。

そ
う
思
う
こ
と
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。

中
級
ク
ラ
ス

盛
永
あ
か
り

★
４
月
か
ら
南
郷
地
区
担
当
に

な
り
ま
し
た
。

宗
像
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
働
推
進
課

よ
り
良
い
南
郷
地
区
の
た
め
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ウクレレとの出会いは、12年前のプロ

の演奏でした。その時の感動たるや言葉

では言い表せないものがありました。

あんな小さな楽器で、たった４本の弦で、

こんな演奏ができるの！「もう、やるし

かない」と思ったものです。

以来、苦節10年、簡単そうで意外と難

しい。あの時のプロのような演奏をして

いる自分の夢をよく見ます。

ウクレレの魅力はソフトな音色、その

音色だけでハワイにいるような気さえす

ることです。その上ハワイアンだけでな

く、日本の唱歌、フォーク、歌謡曲そし

てJーPOP、洋楽に至るまで幅広く演奏で

きることです。

あ～！魅惑の楽器 ウクレレ！

※
南
郷
小
学
校

青
少
年
指
導
員

…

渡
邊
健
吾

教
諭

東

旭

ヶ

丘

朝

野

後

曲

曲

宮

田

原

町

光

岡

王

丸

大

穂

大

穂

町

野

坂

朝

町

昼

掛

区

名

穴
井
和
典

岡
元

修

盛
永
貞
久

天
野
誠
治

片
山
忠
和

山
下
宣
昭

中
村
孝
信

中
村
雄
二

時
安

豊

中
村
賢
二

中
村
常
樹

竹
下
俊
史

谷
口

浩

区

長

眞
子
真
奈
美

荒
牧

哲

武
田
朋
貴

天
野
友
和

有
高
武
直

権
藤
秀
文

牧

政
幸

野
田
健
一

栗
原

大

末
次
康
二

原
田
直
幸

乗
次
久
樹

松
尾
雅
代

公

民

館

長

平
川
幸
正

江
頭
真
理

植
津
幸
博

天
野
友
和

眞
武

明

山
下
宣
昭

牧

政
幸

中
村
洋
一

谷
口
敏
文

末
次
康
二

許
斐
直
治

青
少
年
指
導
員

令和６年度

区長・公民館長・青少年指導員
（ 敬称略）

親

子

教

室

「

南

郷

キ

ッ

ズ
」

健

康

よ

く

ば

り

講

座

令
和
６
年
度
生
き
が
い
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

「
カ
レ
ッ
ジ

オ
ブ

南
郷
」
「
親
子
教
室
」
「
マ
マ
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

講
座
」
「
健
康
よ
く
ば
り
講
座
」
「
春
恋
サ
ロ
ン
」
の
他
に
も
新
講
座
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

カ

レ

ッ

ジ

オ

ブ

南

郷

発見№122

魅惑の楽器ウクレレ

池田芳久（東旭ヶ丘）

中級クラス

今日で最後の子どもレッツダンス！

託
児
付
き

マ
マ
の
た
め
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

春

恋

サ

ロ

ン

心地よい音色の演奏

（池田さんは、左より２番目）

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
教
室

南
の
郷
ク
ラ
ブ

参加者みんなで

ハイチーズ！

児玉可也子
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